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第２１回新居浜工業高等専門学校運営諮問会議 次 第

１  日 時   令和８年３月１０日（火）１４：００～１６：３０

２  場 所   新居浜工業高等専門学校 階段教室

３  日 程

時 刻 事    項

１４：００

１４：１０

１４：２０

１４：４０

１４：５０

１５：００

１５：１５

１５：２０

１５：２５

１５：３０

１５：４０

１６：２０

１６：３０

開会

校長挨拶、委員紹介、学校側出席者紹介、議長選出

議題

１．学校概要について------------------校長

２．昨年度の活動状況と自己点検に基づく、令和７年度の新たな取組について

（１）教育に関する事項--------------教務主事

専攻科長

情報教育センター長

（休憩）

（２）学生支援に関する事項----------学生主事

寮務主事

                   

（３）研究・地域連携、及び社会貢献活動に関する事項

------高度技術教育研究センター長

副校長（改革担当）

エンジニアリングデザイン教育センター長

（４）グローバル教育に関する事項----グローバル教育センター長

（５）ダイバーシティに関する事項----ダイバーシティ推進室長

（６）点検・評価に関する事項--------副校長（評価担当）

（休憩）

（意見交換及び質疑応答）

総評

閉会
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（五十音順・敬称略）

氏　　名 現　　　　　　職

河 上 芳 一 愛媛県東予地方局長

白 石 誠 一
新居浜商工会議所　会頭
(（株）白石工務店　社長）

西 原 覚 住友金属鉱山（株）　執行役員　別子事業所長

平 田 利 實
ユースエンジニアリング（株）　元代表取締役社長
（本校電気工学科　昭和44年卒業）

古 川 拓 哉 新居浜市長

細 川 成 己 経済産業省　大臣官房審議官

森 脇 亮
国立大学法人愛媛大学大学院理工学研究科工学系長
国立大学法人愛媛大学工学部長

矢 野 雅 士
愛媛県小中学校長会　理事
新居浜市立中萩中学校長

代理出席者 （敬称略）

大 野 隆 史 愛媛県東予地方局　地域産業振興部長

田 岡 卓 晃
経済産業省　大臣官房産業保安・安全グループ
保安政策課長

新居浜工業高等専門学校運営諮問会議委員名簿
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学校側出席者名簿 

職    名 氏    名 

校   長 東 海 明 宏 

副校長（総務企画担当） 日 野 孝 紀 

副校長（評価担当） 福 田 京 也 

副校長（改革担当） 衣 笠   巧 

教 務 主 事 加 藤 克 巳 

学 生 主 事 
(兼)保健管理センター長 志 賀 信 哉 

寮 務 主 事 
(兼)グローバル教育センター長 

( )

白 井 みゆき 

専 攻 科 長 西 井 靖 博 

高度技術教育研究センター長 高 見 静 香 

高度技術教育研究センター 
研究推進部門長 松 友  真 哉 

高度技術教育研究センター 
地域連携部門長 喜 多 晃 久 

高度技術教育研究センター 
高度教育部門長 三 井   正 

エンジニアリングデザイン 
教育センター長 吉 川 貴 士 

情報教育センター長 占 部 弘 治 

ダイバーシティ推進室長 塚 本 亜 美 

機械工学科 主任 松 田 雄 二 

電子制御工学科 主任 栗 原 義 武 

生物応用化学科 主任 堤   主 計 

環境材料工学科 主任 松 英 達 也 

数理科 主任 朝 日 太 郎 

一般教養科 主任 森 長   新 

事 務 部 長 下 元 利 之 

総 務 課 長 藏 田 修 一 

学 生 課 長 德 増 耕 平 
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議事及び質疑応答の概要 
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議題 

 

【担当者から配付資料に基づき説明】 

１ 学校概要について      ･･････ 校  長 

２ 昨年度の活動状況と自己点検に基づく、令和７年度の新たな取組について 

（１）教育に関する事項            ･･････ 教務主事 

情報教育センター長 

～ 休 憩 ～ 

（２）学生支援に関する事項        ･･････ 学生主事 

（３）研究・地域連携、及び社会貢献活動に関する事項  

･･････ 高度技術教育研究センター長 

（４）グローバル教育に関する事項       ･･････ グローバル教育センター長 

（５）ダイバーシティに関する事項       ･･････ ダイバーシティ推進室長 

（６）点検・評価に関する事項        ･･････ 副校長（評価担当） 

～ 休 憩 ～ 

 

 

意見交換及び質疑応答 

 

【森脇議長】 

それではこれまでの説明につきまして、委員の皆様からご意見を頂戴する時間を取りた

いと思います。こちらの進行につきましては、学校側にお願いいたします。 

【日野副校長】 

副校長（総務企画担当）の日野でございます。初めての委員の方もおられますので、質疑

の内容を少し絞ってお伺いしたいと思いますので、一旦この場をお預かりいたします。 

まず、「第２０回運営諮問会議における委員からの主な意見とその対応状況について」で

すが、こちら昨年度の本運営諮問会議で委員の皆様から質問、それに関する当日回答した内

容も含みますので、ご紹介までにとどめさせていただきます。 

 

○教育理念、教育の基本方針、教育目標、3 つのポリシー 

 

【日野副校長】 

まず、本校の卒業要件をはじめ教育の方針についてご紹介いたしました。これに関して社

会が求める人材育成にマッチしているかどうかに関してご意見を頂戴したいと思います。 
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【西原委員】 

平素より当社の事業に対するご理解、ご支持に対して感謝申し上げます。新卒で専攻科含

む毎年 13 名から 15 名の卒業生の方が当社に入社いただいております。当社グループ全社

で 4,200 人おりますが、その中で新居浜高専生の方が 216 名ということで、これが全社の

社員で 5％ということになっております。新居浜地区では 1,800 名の社員のうちで実に 190

名、11％、10 人に 1 人が新居浜高専生の方ということで、非常に活躍されていることに感

謝申し上げます。本当に皆さん仕事に真摯に取り組んでおられ、かつ技術的な知見、知識が

あって、新しいものを取り入れる、そういった積極的な方が多いという風に感じております。 

少し意見を述べさせていただきます。この教育理念、教育の基本方針、教育目標、3 つの

ポリシーにつきましては、本当に社会的な必要性だとか、あるいは企業運営の側面から見ま

しても、今の時代に沿って非常にアップデートされているんじゃないかなということで、全

体に関し私は非常にいいポリシーであると、PDCA も回されているという風に考えておりま

す。 

カリキュラムのところで、やはり一番難しいのは 4 年生、5 年生だと考えております。こ

こはやはり社会とのつながりを持たす一番大切な時間と思っております。先ほどの資料で

も 200 名中 130 名の方が就職されているということを考えますと、この 4、5年生は非常に

大切かなと。やはり知的好奇心であるだとか、社会性、倫理観、あるいは人文、社会科学と

自然科学との相関性であるだとか、国際性、政治経済、金融、カルチャー等ですね、これ大

学では一般教養と言われていると思うんですけども、それと同じことを教えたら大学と同

じじゃないかということになりますので、やっぱり一味違った、教養の幅をさらに広げるよ

うなカリキュラム、専攻科では一部入れられてると思うんですけども、やはり 4、5年生の

ところも少し幅をぐっと広げていただいてもよろしいのかなと感じました。 

私が大学生のことを思い出しますと、他学部の講義に行ったりだとか、あるいは大学で主

催する知識人、企業人の講演や講座を積極的に受けに行ったりしていました。 

やはり学生の方には自由であってほしいと思います。やっぱり自らで取りに行く知識あ

るいは情報が一番身につくと思います。これはインプットする力を醸成するということで

もございますので、ぜひ学生の方にはいろいろな機会を与えていただきたいなと思います。

私の方からは以上です。 

【日野副校長】 

ありがとうございます。教務主事、このことに関して何かございますか。 

【加藤教務主事】 

貴重なご意見ありがとうございます。現在のところ、我々としては 1 年生から 5 年生ま

で授業がありまして、いわゆる一般科目と呼ばれる大学でいう教養と、専門科目という二つ

にまず大きく分ける形にしております。その中で、それを組み合わせるという形で、低学年

から高学年に進むにしたがって、徐々に幅を広げるというような形のものにしております。

最初のうちは基礎的なところを学び、だんだんと高度なところを学ぶと、特に専門分野に関
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してはそういうふうにせざるを得ないというところもありまして、4,5 年生は専門科目が多

くなっております。 

例えば低学年、高学年に関わらず、先ほど他学部の授業を受けに行くというような話もあ

りましたけれども、我々としてはいわゆる学科横断という考え方をもう少し取り入れてい

ったらどうかというような検討も行っております。そこではいろんな学科の学生が同じ授

業を受ける、場合によってはグループワークの中で同じグループで議論する、というような

授業スタイルでありますけれども、今後そういったことも含めながら学生が学びの幅を広

げるというところについても考えていきたいと思っております。ご意見ありがとうござい

ました。 

 

○学生支援（いじめ対策） 

 

【日野副校長】 

ありがとうございます。限られた時間でもありますので、また違った観点についてお伺い

したいと思います。 

学生が本校で学ぶ上でも健やかに過ごしていただくことも大事ではありますが、昨今、い

じめの問題というのもいろんなところで学校関係者、学校現場において聞かれるところで

すが、本校のいじめ対策であるとか学生支援に関して何かご意見いただければと思います

が、いかがでしょうか。 

【矢野委員】 

中萩中学校の矢野でございます。まずは日頃から新居浜市内の中学生をたくさん受け入

れていただいて感謝しております。また、ものづくりのまち新居浜を担う若い人材を率先し

て育成していただいており、先期的に取組をされているなということで、改めて敬意を表し

たいと思っております。本当にありがとうございます。 

学生支援、いじめ対応ということに関して意見を述べさせていただきます。まず、御校が

掲げる基本計画、それから防止プログラム、それから対処マニュアルを見せていただきまし

た。非常にしっかりしたものが作られているなというふうに思っております。本当に素晴ら

しい、小中学校も見習わなければいけないという部分がたくさんあるなと思っております。

ただ肝心なのは、こういったものをどう活用していくか、運用していくかだろうと思ってお

ります。本日の説明の中には特に出てこなかったですけれども、まず質問させていただきた

いと思うのですが、例えば昨年度、一昨年度あたりで新居浜高専さんの中でいじめを認知、

あるいは相談、このあたりの件数というのはどういった実態なのかなというのを教えてい

ただければと思うのですが、いかがでしょうか。 

【志賀学生主事】 

はい、ありがとうございます。いじめ認知の件数、細かい数は今申し上げにくいですけど、

一桁台、10 件には満たない件数でございます。その中でいわゆる重大案件はゼロでござい
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ます。 

【矢野委員】 

ありがとうございます。文科省からも積極的に認知を進めていきましょうということで、

ここ十数年、右肩上がりに認知件数が増えているかなと思います。決していじめがゼロ件で

すよというのが良いわけではなくて、そうやって積極的に認知をすることで早期発見・早期

対応していくことが何よりかなと思いますので、そうやって認知されているということを

聞いて安心したところでございます。 

対応等具体的なことについて少し意見を述べさせていただけたらと思います。まず情報

共有、記録共有が重要であると書かれてありますが、まず情報収集のところで、年に 2 回の

アンケート、生活アンケートといじめアンケートを合わせると年 4 回、前期後期で 1 回ず

つという形になっているというところですが、果たしてこの回数で良いのかというところ

が一つ、疑問というか感想を持ちました。例えば市内小中学校であれば、毎月 1回生活アン

ケートを、タブレット端末を使って今年から行っています。昨年度までは保護者にもアンケ

ートを取っておりました。そうなると保護者からはいじめに関すること以外の意見をたく

さんいただくので、今年からは生徒のみのアンケート調査だけということにしております。

リアルタイムでこういった情報収集をするのであればもう少しアンケートを増やすってい

うのも一つの方法なのかなと思われます。そのあたり、またご検討いただけたらいいのでは

ないかと思います。 

相談室、相談窓口も設置されているということで、ここも非常に素晴らしいシステムだと

思います。例えば本校であれば、ハートなんでも相談員さんが勤めていただいているんです

けれども、週に 3日程度の勤務となっているので、必要な時に相談をしたいと思ってもなか

なかタイミングが合わなかったりするのもあります。御校における相談窓口の職員さんは

常時いらっしゃるということなんでしょうか。 

【志賀学生主事】 

はい、学生が困った、何か相談に乗るよという時にはまず最初に本校の看護師が対応して、

それとは別に学生相談室長という常勤教員が担当しているんですけれど、その学生相談室

長に看護師から繋いで、これはカウンセラーさんと話した方がいいねというような差配を

するというかたちで、高いレベルでなくても雑談程度のところからうまくその学生の悩み

を吸い上げるというようなことが、今上手く回っているというところです。 

それもあって、アンケート 4 回で良いのかというところですが、アンケートの回数、何回

がいいのかと私の中でも答えが見つかっておりませんが、多くすればするほど学生が「ああ

またか」というので適当に回答される恐れがあるのではないかという思いがあります。いじ

めのできるだけ早期発見、拗れる前にその情報を取りたいと思いますので、それが看護師の

ところに気軽に相談に来れる状況でありますので、そこでうまく対応できているというふ

うに考えております。 
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【矢野委員】 

ありがとうございます。常駐職員さんがいらっしゃるということで安心しました。ただ面

と向かって話すのが苦手なお子さんというのも最近増えてきているので、そういう意味で

はデジタル、紙でもいいんですけれども、アンケート調査をする中で出てくるケースもある

かもしれないので、またご検討いただけたらと思います。それから相談窓口、対面というこ

とでもいいんですけれども、例えば SOS を発信するような窓口をデジタルで企画する、県で

も SOS 窓口みたいなのがあると思うんですけれども、高専さんですのでそういったデジタ

ルなことがお得意な方もたくさんいらっしゃるから、そういったシステムを作るのも比較

的たやすいのかなと勝手に思ったりもします。先ほどのアンケートも含めて対面でなかな

かコミュニケーション能力がちょっとしんどいなと思うような学生さんもいらっしゃると

思うので、そういった方法も一つの選択肢かなと思いました。 

それから最近 SNS によるいじめ対応が非常に難しくなってきています。いじめなのかト

ラブルなのかの線引きが非常に難しくて、発見も難しいし、対処も難しいなというところが

実際中学校の校長をしていて感じるところです。年齢が上がれば上がるほどもっと巧妙に

なったり表に出にくくなりますし、逆に大人になるにつれてそういうのは無くなっていく

のかなと思ったりもしますが、そういったことに関するアンテナを高くしておくっていう

のはとても大事だと思いますので、そのあたりも今後、今からの時代のいじめ対応における

一つの懸念事項としてお伝えさせていただきます。 

それから小中学校と違うのが保護者と教職員との関係性ですね。どこまで親密度がある

のかなと思ってまして、小中学校、特に小学校なんかは毎日のように連絡しないといけない

ケースなんかもあるんですけれども、その中で保護者から得られる情報とか早期に対応で

きたりするきっかけっていうのが見つかったりします。高専の場合はそういったところも

保護者との距離感がだいぶ小中学校に比べると空くのかなと思ったりもするので、保護者

からの情報収集というような方法も一つ考えておいていただければと思います。以上でご

ざいます。 

 

○地域連携、学生のキャリア教育 

 

【日野副校長】 

ありがとうございます。貴重なご意見いただきました。また本校での PDCA の中に組み込

んで検討させていただきたいと思います。 

続きまして、地域連携であるとか学生のキャリア教育に関して、様々な取組を紹介させて

いただきましたが、こちらに関してのご要望とかご意見をお願いします。 

【古川委員】 

早速質問に入らせていただきます。地域連携、学生のキャリア教育の愛テクフォーラムに

ついてお伺いします。国領祭における地域の産業紹介ブース設置は学生が地域企業を身近
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に知り、将来の進路や職業観を育むうえで有意義な取組であると考えています。特に新居浜

高専の優秀な学生が本市企業に関心を持っていただき、将来的な就職につながる契機にな

ることは大変喜ばしく、本市企業を進路先として考える学生に対し、地元企業への理解を深

める機会を設けていただけることは有意義であるというふうに考えています。 

また、人材の流動性が高まってきたので、将来、故郷でとか学生時代を過ごしたところに

帰りたいとなった時に、地元の企業を知っているか知らないかっていうのは大きな違いが

ありますので、そういった意味でも大変重要な機会であると思っています。地域住民や保護

者が参加する文化祭において、このような取組を実施されるのは、新居浜高専と地域との結

びつきをわかりやすく伝える機会ともなりますので、地域活性化の観点からも大変有意義

であると思います。 

周知について連携して取り組んでいければとも考えておりますので、また担当課等にご

相談いただければというふうにも考えております。 

最後に、よりふさわしい手法として、高専の入学を検討している中学生なんかも、できれ

ば幅広く参加できる機会や工夫というものをしていただけたらというふうに思っておりま

すし、実際にその企業で就労している卒業生等々の話を聞く機会を作るということも有効

ではないかと考えます。これによって、中学生にとっては高専での学びや卒業後の進路をよ

り具体的にイメージしやすくなるというふうに思いますし、また、高専にとっても企業の業

務内容に加え、福利厚生など様々なところの理解を深める、そういった機会になるのかなと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

○イノベーション人材育成 

 

【日野副校長】 

貴重なご意見いただきありがとうございます。今後ともご協力を賜りたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

続きまして、イノベーション人材育成に関する取組も紹介させていただきました。ちょう

ど経産省の方もお見えになっております。我々、文科省に関連するテーマについて進めてい

るところではありますが、異なるフィールドからのご意見とかご感想等も頂戴できればと

思います。いかがでしょうか。 

【田岡氏（細川委員代理）】 

初めて参加させていただきます。経産省の田岡と申します。昨年、経産省から私の上席が

訪問させていただいたところ、それをきっかけにお声を掛けていただきました。誠にありが

とうございます。 

私自身がイノベーションを直接担当している部局ではないんですけれども、先ほどの地

域連携のお話とも絡みますけれども、やはり高専さんは技術の専門人材を輩出する地域の

大事な拠点だということで、全国で非常に貴重な存在として評価を受けていらっしゃると
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思います。地域での産学官連携で、新しい取組を生み出していこう、そういう人材を輩出し

ていこうというところの大きな拠点だと思っております。今各地域では、地域でのイノベー

ション創出ということで産学官金、行政自治体、大学、高校とか高専さん、金融機関とか一

体となって、イノベーションを作っていこうと思ってますけれども、いろんな機関の繋がり

がすごく大事だと思っております。学生さんから見ても、日頃の研究や学問に加えて実際に

社会に役立てるためのビジネスを創出するためにはいろんな方との出会いというのが大事

ですので、出前講座とかスタートアップのビジネスモデルコンテストのようなものをやっ

てらっしゃるとか、様々なことをやってらっしゃると思うんですけれども、こういうことを

通じて地域で素晴らしい将来のイノベーションを生み出す人材を生み出していただきたい

ですし、地域イノベーションの取組の中から一つでも二つでも地域で成功モデルみたいな

方が出てくると、モデリングでは無いですけど、自分の先輩、卒業生の先輩たちはこんなに

すごい人がいるんだということで次に繋がっていくということもあると思いますので、そ

ういったところをやっていただければと思います。 

あと経産省の関係でいくと、私自身は今産業保安を担当していますけども、昨年までは特

許庁におりました。先ほど日本弁理士会さんとかとも繋がられて知財を活用した取組なん

かも高専さんはやってらっしゃるとお聞きしました。こういう自治体とか私どもの特許庁

の方も特許の取得とかこういったことでイノベーションをビジネス化するっていうところ

に支援していますので。それから地域の商工会さんとかも一緒になって地域知財のネット

ワークづくりっていうのをやっていますのでぜひ繋がっていただければなというふうに思

っております。 

また、高市政権の場合は 17 分野の成長分野というところで、深堀してものにしていこう

ぜということでやっています。量子とかバイオとか半導体とか AI とかですね。あと経済保

障関係とか防災、国土強靭化みたいないろんなプロジェクトがありますけれども、こういう

ような動きっていうのがきっとイノベーションのビジネスの種になりますので、そういう

動きなんかもしっかり見ていただいて、情報をアンテナ高く収集していただいて、実際の事

業としてできるのは何かっていうものを、見て、やっていただけるといいんじゃないかなと

いうふうに思っております。私からは以上です。 

【日野副校長】 

ありがとうございました。イノベーション人材を推進しております改革担当副校長、何か

ございますか。 

【衣笠副校長】 

ありがとうございます。イノベーション人材といいますかアントレプレナーシップ教育

ということが盛んに言われるようになってきました。本校でも 2 年前に高専機構全体でこ

ういったことを推進していくということで大きな予算が付きまして、それから続けている

わけですけれども、アントレプレナーシップということとスタートアップでちょっと分け

て考えて、学生全体にアントレプレナーシップということを身に着けてもらおうというか、
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そのことは進めていくべきだと思っています。ただアントレプレナーシップというのは

我々がずっとやってきたエンジニアリング教育、そもそもアントレプレナー、イノベーショ

ンを生み出す人材ということでしたので、そこをもう少しわかりやすくというか、学生にも

っと自分で起業（企業を興す）できるし、あるいは企業の中でそういったこともできるとい

うことをいかに広げていくかっていうことをできるかなと思っています。 

またスタートアップにつきましても、まだ外部の方との連携というのはこれから取ろう

としているところです。学生の方から学校の方にこういうことしたいんだけど、という提案

があったわけではないのでそういうことがあった時のために、じゃあどこに繋げていけば

いいのかといったことも考えて、学校全体として学生をフォローできるような体制を作れ

るかなと思っていますので、そういった際にはいろいろとお話をさせていただくと思いま

すがよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

○ワーク・ライフ・バランス 

 

【日野副校長】 

今後とも中央の方との繋がりを持ちつつ推進していければと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

ワーク・ライフ・バランスに関しまして、昨年の運営諮問会議でも女性比率のことについ

てご質問いただきました。全国の高専を見ても女子学生、それから我々スタッフも水準より

は超えているところではありますが、まだまだ男性が多い職場環境であります。今後推進し

ていくうえでも何かヒントになるようなことをいただけたらと思うのですが、この点に関

していかがでしょうか。 

【大野氏（河上委員代理）】 

まず新居浜高専様には、本県の様々な施策に多大なるご協力をいただいておりまして厚

くお礼を申し上げます。 

私の方から、まずダイバーシティに関してですが、先ほどご説明ありましたように、貴校

では女子学生の割合が全国トップクラスということのようです。地方局が中心となって推

進しておりますものづくり企業人材確保対策事業のキャリアデザインセミナーにおきまし

ても、多数の女子学生の皆様に参加いただきました。貴校の生活面も含めました様々な支援

が、こういう女子学生の増加に寄与しているものと推察をいたしております。まずこちらで

学ばれた学生さんが、この地元の企業で活躍いただくことになれば、U ターンというような

形でも構いませんし、若年女性の流出の抑止ということにも繋がりますので、引き続き女子

学生の確保にご尽力いただければと思います。 

それからもう一つのワーク・ライフ・バランスに関しまして、各種制度の周知や研修会等

による男女共同参画意識の浸透などが今後の課題ということでございました。県におきま

しては、男女がともに働きやすくてやりがいをもって就業できる環境の整備を進める企業
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や団体の皆様を、県が認証するひめボス宣言事業所認証制度というものの普及を進めてお

ります。本年 2 月末現在の認証件数は全体で 936 件となっておりまして、業種別にみます

と教育・学習支援業では、愛媛大学様、松山大学様、私立高校などの 13の法人がすでに認

証を受けられております。こちらの貴校におかれましても、ぜひひめボス認証の取得につい

てもご検討いただければと思っております。以上でございます。 

 

○自己評価・点検体制 

 

【日野副校長】 

ありがとうございます。本校の取組も外部から評価されやすいように、周知が広がるよう

に、そういった取組にも積極的に参画していこうかと思っております。どうもありがとうご

ざいました。 

最後になりますが、本校のこのような取組に関して、定期的に外部評価を受けながら内部

での PDCA、それから自己点検をしているところではあるんですが、こういった体制につい

ての総括的なご意見も頂戴できればと思いますが、いかがでしょうか。 

【森脇委員】 

点検評価について、その体制がしっかりされていること、また、定期的な高専の機関別認

証評価に加えまして毎年の自己点検をしっかりされているということで高く評価できるも

のと考えております。特に体制の資料を拝見すると、委員会が PDCA のうちどの位置付けな

のかがしっかり対応づけて明確に記述されており、非常に有用であると考えております。 

一点質問ですが、学生の意見とか学生との懇談会、アンケート等を用いて、学生の声を聞

かれているということですけども、例えばそれによってカリキュラムを改革したなどの事

例があれば、ご紹介いただけますでしょうか。改善がどのように行われているのか、学生さ

んの声をどのように拾い上げているのかがイメージしやすくなると思います。何か捕捉説

明いただけることがあればお願いいたします。 

【日野副校長】 

学生の意見に応じて、カリキュラム的なことになりますと教務主事、何か事例ございます

か。 

【加藤教務主事】 

ありがとうございます。ちょっと思いつくところがパッと頭の中にはないんですけれど

も、例えば授業改善とかそういったものに関しましては、アンケート結果を踏まえて、授業

改善に取り組むとか、そういったことは頻繁に行っています。 

カリキュラム全体だと、学生からの意見としては例えば、教える内容ですね。低学年で教

わった内容を高学年でもう一回、結構時間をかけてやるというようなのがあって、それがわ

かっている人にとっては重複になるというようなところがあって、そういったところに関

して、授業のスリム化というところも含めて改善を行うとか。逆もありますね。逆もあって、
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低学年で習っていない内容をあたかも知っているような前提にして高学年の授業が行われ

たというようなのもあって、そういったことがなるべく起きないようにいろんな改善を図

っているというのはございます。 

【日野副校長】 

学生からは様々な意見が出てきますが、レポートの提出方法であるとか、できる範囲のこ

とを学科単位それから科目担当での改善に繋げております。ちょっと具体的な紹介ができ

ず申し訳ないんですが、学生生活、学生支援に関して何かありますか。 

【志賀学生主事】 

学生支援に関しては、例えば、学生食堂や売店、そこで電子決済が使いたいというような

意見が昨年出まして、今年度それに沿う形で導入しました。あとは、自分たちのいる建物の

近くに自動販売機が欲しいというのが、それぞれの建物の学生から出てきますので、これは

どう対応するんだというところで、学生会の方に取りまとめてもらおうかなというような

動きがありました。勉強以外の面での話でございます。以上です。 

【日野副校長】 

様々な意見に関して、少し取りまとめてまたご報告の機会を設けさせていただけたらと

思います。我々の方でマイクをお預かりしていろんなご意見を伺ったんですが、十分お聞き

取りできなかったことに関しましては、この運営諮問会議の後におきましてもメール等々

でお伺いして、本校の改善に活用できたらと思いますので、今後ともご協力よろしくお願い

いたします。マイクをお返しいたします。 

【森脇委員】 

ありがとうございました。その他全体を通して、委員の皆様からご意見などございますで

しょうか。 

 

○地域連携、学生のキャリア教育 

 

【白石委員】 

商工会議所の白石でございます。本日私は初めてこの会に参加させていただきまして、本

当に素晴らしい先端技術、そしてグローバルな教育をされているということで本当に感銘

申し上げます。 

そして我々商工会議所としてはですね、地域経済ということで、本当に人材確保に苦慮し

ているのも現実であります。そういう中、キャリア教育における国領祭での地域産業紹介ブ

ースは学生の地域企業と直接交流できる大変有意義な取組であり、キャリア教育と地域連

携の双方の観点から高く評価させていただいております。特に低学年の段階から地域企業

を知る機会を設けている点は、将来的な地元就職や地域定着に繋がる重要な取組だと感じ

ております。現在、地域産業界では人材確保が大きな課題となっておりますが、学生の地域

産業を理解し、企業と学校が継続して繋がること、いわゆる地域人材循環が生まれてくるの

- 14 -



を期待しております。今後は体育館での開催などによる規模拡大や保護者への情報発信の

強化、さらには企業の課題と学生、教員の研究を結びつける実践的な連携が進むことを期待

しております。商工会議所といたしましても、企業への周知や参加促進を通じて、高専と地

域産業との連携強化に協力してまいりたいと考えております。 

新居浜高専は地域のものづくり人材を育てる大変重要な教育機関であり、今後も地域産

業と教育機関が連携しながら、人材育成と地域産業の発展が好循環を生み出す取組がさら

に進むことを期待しております。会議所からは以上でございます。 

【森脇委員】 

どうもありがとうございました。その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 
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後日いただいた意見等 

 

 

○イノベーション人材育成 

【細川委員】 

特に地方都市では、人材不足のため、AI の活用に親和性があり、劇的に生産性を上昇さ

せられる可能性があると考えている。 

 

○ワーク・ライフ・バランス 

【河上委員】 

令和 4年度に県との包括連携協定を締結いただき、連携した取組を行っているが、東予地

方局として、より一層の連携を図るため、「愛テクフォーラム」に入会させていただきたい

と考えている。このフォーラムでの取組は、地域連携活動としてご説明のあった「ものづく

り企業人材確保対策協議会」の参加企業（101 社）においても更なるメリットが期待できる

ので、よろしくお願いしたい。  

貴校の強みとして、立地、多岐にわたる製造業、地域と連携した教育の充実とのご説明が

あった。行政としても、地域産業の活性化、優秀な人材の地元企業への確保の面から、貴校

の取組に大いに期待。強みを更に生かした活動を進めていただきたい。 

  

○教育支援者（技術職員） 

【平田委員】 

新居浜高専 3 期の卒業生です。本日のご報告やニュースなど国内外で高専の評判が非常

に高いということを聞くにつけ卒業生としても非常に嬉しく思います。 

高専とは何かと考えたとき、高等教育機関であると同時に実践的で高度な技術者を輩出

するところと言えます。これが現実社会に適合する高い評価を得ているポイントだと思い

ます。 

そんな教育で重要な役を担っているのが技術職員の皆さんだと思います。技術の世界は

日進月歩、非常に移り変わりが激しいもの。社会ニーズに適合した技術を取り入れる努力が

研修等を通じてなされていることを高く評価いたします。 

また、授業以外でも、学科を横断する形でロボコン、デザコン、エコラン、鳥人間などで

も技術職員の方々が支えてくれているのだろうと思います。今後も技術職員間で情報交換

や交流を横断的に続けていただきたいと考えます。 
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総評 

【森脇委員】 

それでは、各委員皆様から頂いたご意見をまとめて。総評として、私から代表して述べさ

せていただきます。 

まず初めに、多様性が重要視される時代において、社会状況の急激な変化にも対応し、学

生の学びを止めることなく支え続ける活動に対して、深い敬意を表します。 

定員確保に関しては、さまざまな広報活動を実施された結果、少子化の中でも志願者を確

保していること、女子学生の入学者数が全国平均よりも高く 32%となっていることは高く評

価できます。 

卒業・修了後の進路については、県内企業をはじめとする企業への就職や、大学・大学院

への進学など、さまざまな進路が確保されていることが確認できます。高い就職率を維持し

ていることも高く評価します。 

留学生受け入れ、学生の海外派遣など、国際化にも力を入れていることは高く評価します。 

産業界との連携を深め、自己財源の強化に務められている。取組が進みますことを期待い

たします。 

ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーが社会のニ

ーズに即して適切に定められていることを評価します。 

本科教育について、教学マネジメントの観点から、組織的に質保証の取組を継続し、モデ

ルコアカリキュラムを包括したディプロマ・ポリシーを設定して、それに対応した特別科目

を開講していることを高く評価します。 

e-ポートフォリオの活用により、学生自身が活動や学びを可視化して、獲得した能力や成

長内容を可視化し、自己評価できるようにしていることも高く評価できます。 

FD 教員によるグループワークにより、3つのポリシーに基づいた教育、カリキュラムの点

検、問題点の共有、それらが教育改善につなげられていることは高く評価できます。 

専攻科教育に関しては、入試方法も含めた学生の質保証の取組（TOEIC 350 点以上を出願

要件に追加）など、国際教育と連動した、入試制度の改革が継続されていることを高く評価

します。 

また、起業教育（アントレプレナーシップ教育）の充実などが定着していることを評価し

ます。 

数理データサイエンス AI教育プログラムが定着していることを評価します。 

学生支援に関しては、充実した課外活動、キャリア教育、交通安全指導が展開されている

ことを高く評価します。 

学生が文部科学大臣特別賞を受賞するなど、学生が楽しく挑戦し、輝かしい体験をする機

会を設けられていることに心から敬意を評します。 

多様で複雑な学生のメンタルヘルスのケア、社会とのつながりが多様化する中で、いじめ

防止を含む学生の安全な生活の確保のため、様々な資格をもつ学外カウンセラーの雇用、ピ
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アサポート体制と積極的に対処されていることを評価します。 

学生寮に関しては、学生の生活及び安全を継続させるために交流会、短期留学生の受入れ

と交流、改修工事と様々な取組をされていることを評価します。女子学生が増えることへの

対応及び予算措置への対応など、今後の継続的な取組に期待します。 

高度技術教育研究センター、エンジニアリングデザイン教育センターに関しては、研究推

進、地域連携、及び社会貢献活動の 3本柱を確立され、継続的に成果を上げていることを評

価します。地域連携活動においては自治体等との連携、学生による出前講座、新居浜市 DX

推進ラボへの協力など順調に市町への拡がりをみせており、その成果が期待されます。国領

祭「地域産業紹介ブース」が定着・展開されていること、加えて新たな展開として、企業、

学生、教員をつなぐマッチングイベントも企画されています。それらの取組を高く評価する

ともに今後の更なる展開に期待します。 

愛テクフォーラムの会員数も着実に増加しており、地域産業への関心、理解を深める機会

が創出されていることも高く評価します。 

アントレプレナーシップ教育も強化されており、その成果が出始めていることを高く評

価します。また起業挑戦活動支援として、工房に設備・備品を充実化させていることも、今

後の成果に期待するとともに高く評価します。 

エンジニアリングデザイン教育センターによる、教育研究、ものづくり課外活動、地域連

携等への支援が精力的に行われていることを高く評価するとともに、今後のさらなる展開

に期待します。 

グローバル化に関しては、グローバル教育センターにおいて数値目標を掲げられ、その達

成状況を点検されていることを評価します。キャンパス国際化のために外国人教員の雇用、

English Café により留学生と日本人学生が楽しく英語で交流できる機会を提供しているこ

とも高く評価します。 

海外研修は、単なる語学研修ではなく、専門研究やキャリアに向けた取組が始まっている

こと、グローバル×キャリア講演会を開催し、グローバルなキャリアアップに役立つ取組に

ついても、今後の継続的な取組に期待します。 

本科新入生の女子学生の割合が全国トップクラスに増加していることを受け、令和 7 年

度から「ダイバーシティ推進室」と名称を変更され積極的な取組を進めておられます。また、

令和 7年度には女性教授の登用比率が 14.8%と上位 5 高専に入り、工学系の教育機関として

女性の参画を積極的に推進している点が高く評価されます。 

ダイバーシティ推進室により、男女共同参画だけでなく、多様な立場からの気づきをとり

あげ、それを環境整備として実践するとともに、学生・教職員への意識啓発、ニーズ・実態

把握を行なっていることを高く評価します。今後の継続的な取組に期待します。 

ワーク・ライフ・バランスに関する各種制度の周知、その実現に向け更なる取組を進めて

いただくことを期待します。 

点検評価に関して、高専機関別認証評価に加えて、毎年の自己点検・評価を行っているこ
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とは高く評価されます。点検・評価体制と PDCA の位置付けが明確化されている点も PDCA の

実質化に有用であり高く評価します。学生との懇談会、アンケートを行い学生の声を聞いて

いることも高く評価します。今後の継続的な取組に期待します。 

 

以上をまとめますと、地域の要望に応えるための教育・研究体制が着実に構築され、新た

な取組が積極的に行われており、その成果が地域からも高く評価されていると考えます。特

に、女子学生の志願者数の増加や女性教授の登用、ダイバーシティ推進室の設立など、男女

共同参画に関する取組が積極的に進められ、工学系教育機関としての先進的な姿勢が高く

評価されます。 

総じて、これらの取組が定着しており、今後の更なる発展が十分に期待できると考えます。

では以上で総評を終わらせていただきます。会議の進行にご協力いただきましてありがと

うございました。 

 

 

【東海校長】 

委員の皆様方、本当に今日はありがとうございました。多岐にわたるご指摘を頂戴できた

かと思います。時間内で十分な回答ができていないところが多々ありましたけれども、そう

いう部分につきましては、今後、本校の活動を随時 HP等で紹介してまいりますので、お時

間あるときにでも参照していただければ幸いです。 

冒頭で 15歳人口が減少するなかでのことを申し上げましたけれども、その傾向は今後も

続きます。そういう中で、数が減るのはしょうがないけれども、数ばかりに目が行き過ぎて

いっても、学校の運営上、無粋なところがあるのかということを、皆様のご指摘を通じて改

めて感じた次第です。 

より一層、私どもが学生一人一人の顔を見て、ちゃんと聞いて、それこそ五感を通じて学

生を指導していくような育成していくような、そういうことが改めて求められているんだ

ろうなということを感じた次第です。意外とそのデジタル化が進むようで、実はもっと違う

レベルでアナロジカルなところが大事になってきている時代ではなかろうかと、改めて思

った次第です。 

今後どのように高専を取り巻く境界条件が変化していくのかわかりませんけれども、少

なくとも安定はしないような気がしております。激変していく境界条件の中ででも、やはり

高専を通じた育成される人材というのは、どこかで必ずや世の中を支えていく、そういった

ことができていくような仕事を、今後も我々続けていきたいなというふうに考えておりま

す。引き続き有形無形のご支援をいただければ幸いに存じます。本日は本当にどうもありが

とうございました。 
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第２０回運営諮問会議における委員からの主な意見とその対応状況について 

 

 委員からの意見 対応状況 

１ 地域連携及び社会貢献について 

 

新居浜高専の情報をもっと地元（新居浜市）の

人に分かるように新居浜市と協力して発信し

てほしい。 

新居浜市との連携協力推進会議おいて新居浜市

シティープロモーション課と協力し、学生の活躍

及び学校行事について学生主事及び広報推進室

がとりまとめて発信していくことになりました。 

新居浜市に根付くような商品を学習や遊びの

中で開発していただきたい。 

商品化のためには、地域企業や教員、学生が繋が

って創り出すのがベストと考えます。ゆくゆく

は、地域に根付く人材輩出につながると思います

ので、そのシステムの構築に、企業からの資金提

供や人材派遣の協力を頂きますと高専側として

は大変有難いと考えます。 

２ 学生募集及び入学後のサポートについて 

 

女子の入学者が増えていることについて、自然

に増えたのか、何か工夫をされたのか教えてい

ただきたい。 

科学技術振興機構(JST)の事業「女子中高生の理

系進路選択支援プログラム」(平成 30年度～令和

元年度)に採択され、女子中学生を対象としたイ

ベントを実施したことがあります。最近では高専

GCON（高専 GIRLS SDGs×Technology Contest）で

の女子学生(日本代表として国際学会に参加し

「文部科学大臣特別賞」)の活躍があります。ま

た、進路先での活躍、社会全体の理科系女子への

注目もあり、個々の学内イベントに限らず総合的

に理系への進路選択が増えてきたことも一因と

思われます。 

入学後の学生にミスマッチが生じた際にどの

ようなサポートをされているのか、そのことに

ついてどのようにお考えかお聞かせいただき

たい。 

事前に学校生活を理解していただくため、国領祭

における受験相談コーナー、保健管理センターが

希望者に対して実施する事前相談、中学校の校長

及び進路指導担当教員が参加する地区別学校説

明会で学生の動態について一部を説明・紹介して

います。入学後にミスマッチが生じた際には、学

生にとって一番良い解決となるよう担任や保健

管理センターを中心に、ケースによっては学外の

カウンセラー及び保護者を交えサポートする体

制があります。 

３ カリキュラム・教育について 

 

蓄電池分野の実効性を高めるために、電池と材

料の理解を深める電気化学、反応工学、材料工

学などのカリキュラムをお願いしたい。 

現在 COMPASS事業において、基礎化学及び専門で

の化学・材料科目と蓄電池分野との関わりを学ぶ

取り組みを行っています。 
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課題解決力の強化を目的とした実効性や実践

的な教育を実施していただきたい。 

各学科において PBL型の教育を取り入れており、

課題解決力の強化を目的とした実践的教育を行

っていますが、５年間の体系的な取り組みになっ

ていないので、今後これらを体系化することを目

指しています。 

新居浜高専に土木建築関係の学科がないので、

専門選択科目に土木建築系やエンジニアリン

グ総合科目を追加することをご検討いただき

たい。 

本校では特別課程を実施しており、そのような中

に科目を入れることは考えられますが、一方で既

存授業との連続性の確保や授業科目のスリム化

が重要課題となっており、現時点では土木建築系

の科目の追加は考えておりません。 

４ その他 

 

ＢＹＯＤは全国の高専で一律に導入されてい

るのか。 

一律に導入されているわけではなく、各校の情報

教育の実情や端末室の状況に応じて導入をして

います。少なくとも今後、導入の拡大が予想され

ます。 

卒業生がＵターンを検討することに備えて継

続的な情報提供や関係づくりに力添えいただ

きたい。 

本校ＨＰ内で新居浜市へのＵターン就職を希望

する新居浜高専の卒業生と、ものづくり企業との

橋渡しを行う連携体制を公開しており、継続して

情報提供や関係づくりに協力しています。 

インターンシップの時期について、学生が企業

を検討する時間を十分に取れるように早い時

期の実施を検討いただきたい。 

インターンシップに限らず、社会や企業を知るた

めの活動の充実を図っています。具体的な取り組

みの一つとして、本校で実施している企業セミナ

ーを低学年から参加できるようにしました。 

ダイバーシティを考える上で運営諮問会議委

員に女性委員を増やす取組も必要だと感じた。 

運営諮問会議委員は、規程にある設置及び審議事

項を達成する組織となるよう関係する外部機関

の運営に携わる役職者に委嘱しております。本会

議にて、ご所属先の女性からのご意見もいただき

たく、また今後本校としても委嘱先機関を検討し

て参ります。なお、本校では全学科・科に女性教

員が所属しています。R7年度も R6年度と同様に

学校側から運営諮問会議に出席する女性比率は、

全教員に占める割合より多くなっております。 
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新居浜工業高等専門学校運営諮問会議規程 

 

平成１７年２月８日規程第２号 

（設置） 

第１条 新居浜工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，地域のニーズ及び時代の変化

に即応し，効率的かつ効果的な学校運営を確保するため，運営諮問会議（以下「会議」とい

う。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 会議は次に掲げる事項について，校長の求めに応じ意見を述べるものとする。 

 (1) 本校の運営基本方針及び教育研究計画に関すること。 

 (2) 本校の教育研究活動及び地域連携活動等の評価に関すること。 

（組織） 

第３条 会議は，本校の教職員以外の者で，高専に関し広くかつ高い見識を有する者のうちか

ら，校長が委嘱した若干名の委員をもって組織する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし，再任することを妨げない。 

２ 前項の規定にかかわらず，委員に欠員を生じたときの補欠の委員の任期は，前任者の残任

期間とする。 

（議長） 

第５条 会議の議長は，委員の互選により選出する。 

２ 議長は，会議の会務を総括する。 

（運営） 

第６条 会議は，校長が招集する。 

２ 会議は，必要に応じて委員以外の者に出席を求め, 意見を聴くことができる。 

（報告） 

第７条 校長は，運営諮問会議での審議事項について，運営会議に報告するものとする。 

（事務） 

第８条 会議の事務は，総務課において行う。 

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，会議に関し必要な事項は，校長が別に定める。 

   附 則 

１ この規程は，平成 17 年２月８日から施行する。 

２ 新居浜工業高等専門学校外部評価委員会規程（平成 13 年８月 29 日規程第８号）は，廃止

する。 

附 則 

 この規程は，平成２４年１１月２７日から施行する。 
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令和７年度（第２１回） 

運営諮問会議報告書 

令和８年４月 

新居浜工業高等専門学校総務課 

〒792-8580 愛媛県新居浜市八雲町 7 番 1 号 

TEL: (0897)37-7700 

FAX：(0897)37-7842 

H P：www.niihama-nct.ac.jp 
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